
◎基本情報

主

副

● 対象 ○ 対象外 ● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 0 6,720 20,980 0

事業費

の内訳

令和4年度決算

多重無線システムのネットワーク機器の更新整備費：２０，９８０千円

令和5年度予算

人工 0.0 0.1 0.0 0.0

人件費 0 720 0 0

事業費 0 6,000 20,980 0

うち特定財源 0 15,000 15,000 0

（単位：千円）

令和3年度決算 令和4年度予算 令和4年度決算 令和5年度予算

令和4 年度

関連法令・条例・
要綱等

災害対策基本法
電波法

他都市の状況

　他都市においても、計画的に更新整備している。
　東京消防庁：１０年更新
　福岡市消防局：１２年更新。

実施結果

耐用年数の到来に伴い、多重無線システムのネットワーク機器を更新した。

事業実施における
工夫点

災害対応に影響が出ないよう関係各課と調整し、機器更新を行った。

対象者 市民 開始 令和4 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

多重無線システムのネットワーク機器の更新整備及び消防局庁舎無線用鉄塔の改修整備を行う。

長期

多重無線システムの更新・整備（老朽化したネットワーク機器の更新）による、防災行政無線等の安定的な運用。

取組内容

防災行政無線等の伝送路である多重無線システムの常時安定した稼働を目的に、耐用年数を迎えたネットワーク
機器の更新整備及び消防局庁舎無線用鉄塔の経年劣化に伴う改修整備を行うものである。
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◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外 □ 回答 □ 反映

○ A ○ B ○ C ● 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ○ 現状維持 ● 休止・廃止

○ 拡充 ○ 現状維持 ○ 縮小 ● その他

千
円

今回の評価

評価の理由
常時安定稼働が必要となる多重無線システムにおいて、耐用年数を迎えたネットワーク機器の更新と鉄塔修
繕に係る設計を計画通り実施することができた。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

令和４年度に更新完了。

予算
更新完了につき、次年度予算の計上なし。

見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

なし
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

なし

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

消防局の多重無線システムを構築したシステムに精通した事業者と契約し、機器の更新作業を
行った。また、設計についても設計業務を数多く担当した事業者へ業務委託しており、効率的な更
新対応が行えたものと考えている。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

多重無線システムは消防行政及び防災行政の基幹無線通信網として常時安定した稼働が必要な
重要なシステムであり、安定運用に向けた適切な更新が行えたものと考えている。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

耐用年数を迎えた多重無線システムのネットワーク機器の更新を実施することができたと考えて
いる。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

耐用年数を迎えたネットワーク機器を精査したうえで必要な更新を行っており、適正な事業規模の
更新だったと考えている。

項目 判定 理由

成果指標２

指標名

令和3年度実績 令和4年度目標 令和4年度実績 令和5年度目標

成果指標１

指標名

令和3年度実績 令和4年度目標 令和4年度実績 令和5年度目標

活動指標２

指標名

令和3年度実績 令和4年度予定 令和4年度実績 令和5年度予定

活動指標１

指標名 ネットワーク機器更新整備

令和3年度実績 令和4年度予定 令和4年度実績 令和5年度予定

100% 100%


